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Dollo Ado  (Ethiopia) 2009-

Jabalia Camp(North Gaza) 1948-

Rafah Camp(Rafah Governorate) 1949-

Bureij Camp(Gaza, Deir Al Balah) 1949-

Deir Al Balah Camp(Palestine) 1948-

Mae La refugee camp(Thailand) 1984-

Mandapam Camp (Sri Lanka) 1990-

Dadaab Refugee Camp (Sri Lanka) 1991-

Beldangi Refugee Camp (Nepal) 1991-

Kutupalong refugee camp  (Bangladesh) 1991-

Kakuma Refugee Camp  (Kenya) 1992-2002

Makhmour Refugee Camp (Iraq) 1992-

Noh Poe Refugee Camp (Thailand) 1997-

Lampedusa Immigrant Reception Center  (Italy) 2000-

Al Kharaz Refugee Camp  (Yemen) 2001-

Breidjing Camp (Chad) 2004-

Yida Refugee Camp  (South Sudan) 2011-

Kilis Refugee Camp  (Turkey) 2011-

Zaatari Refugee Camp  (Jordan) 2012-
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協力
OBJECTAL ARCHITECTS
守谷僚泰

 SMART AGRICULTURE LAB

ART REFUGEE

 MEDICAL RETREAT

A. ART REFUGEE B. SMART AGRICULTURE LAB C. MEDICAL RETREAT

提案のキーワード アート

文化支援 /ジャーナリズム 事業投資 /雇用支援

・小布施の農家、農協
・大学等の研究機関（信州大学？）
・民間テック企業

・ウクライナの文化事業にかかわる省庁、財団、職員
・文化財保護に出資する日本の財団、NGO
・小布施の文化事業にかかわる人々

公共事業の時間軸に
難民支援を組み込む

仮設

倉庫・美術館・劇場 宿泊施設（ホテル /旅館）農業用グリーンハウス・研究施設（オフィス）

町の空き家利用 恒久的

小布施町と新生病院

農業 ヘルスケア /湯治

想定事業主体

難民住宅の考え方

建築のタイポロジー

ウクライナとの
関わり方

小布施のための、３つの建築的提案 ―＜アート、農業、医療＞―

OBUSE SURVEY

国士舘大学南泰裕研究室

アート×避難村

小布施町、および国際避難民について、研究室でのブレーンストーミングにより、リサーチとディスカッションを繰り返した。
その結果、小布施と国際避難民施設を繋ぐキーワードとして、＜アート、農業、医療＞という 3つのテーマが浮かび上がってきた。

私たち国士舘大学南研究室のチームは、小布施の歴史や文化、地域の特色を考慮した上で、国際避
難民村という課題に対し、3つの建築的提案を行います。
提案の骨子をなすのは、避難民を＜ワールド・トラベラー＞と捉え直し、それらの人々との交流を
通じて、新たな価値と産業の創造を生み出そう、というものです。
ここではそれぞれ、滞在できる人々の数を 100 名程度、見込みます。が、その際に、この地に避
難する方々の滞在施設を新たに作るだけではなく、既存の空き家を利活用します。その上で、＜アー
ト・農業・医療＞に関連する複合施設を創案し、地域の内外に渡り新しい就業を生む契機を見込み
ます。
そこで、これら３つの計画案を、下記のように考えます。

A：アート関連施設
様々な課題を抱える世界の地域において、芸術作品や文化的資産を保護するため、アート作品の避
難場所としての施設を計画する。
合わせて、避難する方々の滞在施設を 50 名分準備し、加えて 50 名分の滞在を、既存の空き家利
用によってまかなう。

B：農業関連施設
スマート農業の施設を計画し、場所の制約によらない、新たな農業の可能性を探る。
ここでは、あえて滞在施設を設けず、100 名分の滞在施設を、全て既存の空き家でまかなう。

C：医療関連施設
近隣に新生病院および温泉施設があることを考慮し、地域との連携を踏まえて、広義の医療施設と
しての湯治場を計画する。
ここでは将来的に、温泉保養施設としての一般利用を見込み、100 名分の滞在施設を準備する。

様々な可能性を担保した、上記の３つの計画案を通して、難民にまつわる国際的貢献の一助となる
ことを目指します。と同時に小布施町が、自律した地域の可能性を秘めた町として、新しい次元で
の発展に向かうことを願っています。

国士舘大学教授　南 泰裕



　放の湯

思慮の湯

想起の湯

宿泊施設

エントランス

void

大屋根

宿泊施設

プロムナード

敷地

あけびの湯

穴観音の湯

新生病院

画像：出入国在留管理庁「ウクライナ避難民に対する支援内容について」
https://www.moj.go.jp/isa/content/001371712.pdf

新生病院

おぶせ温泉
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１巡り『想 起 の 湯』

2巡り『思 慮 の 湯』

『　 放 の 湯』解
開3巡り

1巡り 2巡り 3巡り

７日間 ７日間 ７日間

３巡りで体調
を整える

湯治のやり方

1巡り 2巡り 3巡り

1日間 1日間 1日間

プチ湯治のやり方

ヒトの生体サイクル

 栗の木の軌跡を残すように、1 辺5m
 の正三角形のグリッドを引く

農業関連施設

医療関連施設

食堂
管理室

０１　空き家について

０5　ダイアグラム

０2　スマート農業

０3　アクアポニックス ０4　小布施との関り

０1　背景 ０2　湯治

０5　構成ダイアグラム

０3　敷地 ０4　プロムナード

湯治とは、古くから日本にある医学的に認め
られた治療法のひとつであり、温泉に浴して
治療することである。

敷地は、新生病院とおぶせ温泉である穴観音の湯とあけびの湯の中
間にあり、多方向からのアクセスが可能な場所である。

新生病院の既存のプロムナードを延長する形で敷地とおぶせ温泉の 3つを繋ぐ。ベンチやパーゴラなどのスト
リートファニチャーを設置したプロムナードは、敷地と建物にも入り込み、自然の中でリハビリを行う。

木の香りによりこれまでの出来事を思い出させる湯

馴染みあるタイル張りの重厚感のある思いを考える湯

高さを抑えることでより開放的な空間とし、湯治によって心身の解放を促す湯

温泉とプロナードによるヘルスケアを目的とした湯治場

ベジタブルベットゾーン フラワーベットゾーン アクアポニックス

小布施丸なす オープンガーデン 豊かな川が流れる小布施の淡水魚

現在小布施には多くの空き家が存在しているため、新たに居住施設を
つくる必要性は低いと考え、それよりも実質的な生活の支えとなる働く
場の提供について深く考えた。

新しい提案としてアクアポニックスというシステムを取り入れる。アクア
ポニックスとは、水耕栽培と養殖を掛け合わせた、次世代の循環型農業
のことである。

ウクライナの主要な産業としての IT と小布施の主要な産業である農業を
合わせた「スマート農業」を提案する。

それぞれの機能やシステム、その面
積を考慮し、配置を計画する

機能同士の境界線となる場所とグ
リットの交差点にまばらに育つ
木々のように柱を立てていく

それぞれの機能のフロアラインと
柱の高さを敷地の地形に寄り添う
ように変化させていく

柱の頂点を繋ぎ、壁や屋根で全体を
覆うことでそれぞれの空間を繋ぐ

家並みのような外観は後ろの山々と同調し景色の中に溶け込んでいく

施設の東側では多くの野菜や花が栽培される

この施設で産出された作物はレストランで食すことができる

解
開

Fanction
配置計画

生活を支える働く場所としての避難村

 管理・設備棟

 ベジタブルベッドゾーン

 フラワーベッドゾーン

 アクアポニックスゾーン

Community
 エントランス

 集会所

 レストラン

 アクアリウム


